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［参照規格一覧］



２

1　　インタフェース条件
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23 G1 (b1～b4) P-REI 0000～1000：誤り個数 0～8

1001～1111：未使用

（TTC 標準 JT-G707 準拠）



５

（２）ポインタの生成について





７

表 1.2　警報の略号一覧

項番 略号 名称 意味

1 LOS Loss Of Signal 入力信号断



８

6 MS-RDI デスクランブル後のK2:b6～b8='110'

を3回連続受信

デスクランブル後のK2:b6～b8≠'110'を3回

連続受信

7 LOP 異常ポインタ受信時（AISポインタ受信



９
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